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今日のお話

国立歴史民俗博物館特任助教亀田尭宙
専門は情報学（Linked Data 、自然言語処理）
→人文系を中心とした知識の共有に応用

• 知識の欠片をどうやって共有してつなぎ合わせるか
• Wikipedia → Wikidata／文書のウェブ→ データのウェブ(Linked Data)
• 研究データとWikidata～信頼性・永続性・協働～
• 研究Linked Dataとのつなげ方（歴博のkhirinを例として）
• Wikidataの編集の仕方
• 2021年の共有知

自己紹介
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Wikipedia



Wikidata

•「構造化」
•基本は
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文書のウェブからデータのウェブへ

•小風さんや橋本さんの対象とされているのは主に「文書」
• たまに他の文書と共通していたり比較可能だったりする語彙や値は登
場するが、地の文がメイン

• Linked Data の世界では、
一文の意味内容すら３つの要素に刻まれる
RDF: 右のような知識の表現方法
Linked Data: それぞれのHTTP URI = URL で
人間が読めるHTMLと機械が読める
RDF/XML や JSON-LD などで
情報を提供する枠組み

Wikidata: Linked Data の１つ
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集計や可視化が簡単に！

SPARQLという検索式を書くと、条件を付けた検索ができる
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総合資料学
情報基盤システム khirin
https://khirin-ld.rekihaku.ac.jp
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目的の１つ：地域文化資源所在情報DB
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地域文化資源のLinked Data 化の例



Linked Data化の例

• Schema.org を中心にして設計



Linked Data化の例

資料 個別概念 共通概念

長期保存 まとまりや相関の把握

情報管理の協働
(モデル化の負担の低減、
「共通」性の担保)



Linked Data化の例

共通概念

まとまりや相関の把握

研究データを横断する
概念にWikidataを使う



Wikidata Property と
Schema.org 等は対応がある



信頼性と永続性

• Wikipedia と同様、Wikidataも
信頼性の問題を抱えている。
研究データ側が情報源になることで、
信頼性に寄与／他のデータで使える

• Wikidata側の変更などに備えて、
「のりしろ」を書くのが良い
（Wikidataにはつなげるが、
その先の具体的な値も
研究データ側で保持する）

Wikidata:
***

“****”

所蔵者 住所や名前



Wikidataの編集の仕方

•手動と自動（バッチ）がある
• Excel などでコマンドを準備して
投稿が可能

•新規項目の重複チェックは
OpenRefineおよび目視

はじめは手動で編集して経験を積む
＆バッチの投稿資格を得る必要がある



さいごに～2021年の共有知～

•「つながる」データから「つなげた」データへ
•そのハブとしてのWikidata

• 組織や人の情報
• 古い書誌の情報
• 論文の情報→OpenCitation

•「のりしろ」のあるデータで、信頼性と永続性にも気配りを

•みんなでWikidataを使いあいましょう！


